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金田町人の動き 

(2月 1 日現在） 

世帯数 2. 63 8 

人 口 9. 5 4 2 

男 4. 676 女 4. 866 

出 生 1 1 死 亡 7 

転 入 26 転 出 36 
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町民会館地鎮祭風景 
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町民会館完成予想図 （九月末完成予定） 

待
望
の
町
民
会
館
建
設
着
エ
な
る
ク
 

金

田

町

中

央

公

民

館

 

か
ね
て
よ
り
町
民
皆
 

様
方
が
待
ち
望
ん
で
お
 

ら
れ
た
町
民
会
館
が
建
 

設
の
運
び
と
な
り
ま
し
 

た。 
去
る
二
月
十
八
日
金
田
 

駅
裏
（
黒
尾
）
で
起
工
式
 

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

町
民
の
皆
様
方
に
は
体
 

育
施
設
が
な
く
、
他
町
 

村
の
施
設
を
利
用
す
る
 

等
大
変
御
迷
惑
を
お
か
 

け
し
ま
し
た
が
、
こ
の
 

た
び
建
設
す
る
町
民
会
 

館
は
郡
内
で
も
屈
指
の
 

施
設
で
あ
り
、
本
年
九
 

月
末
に
は
完
成
の
予
定
 

で
あ
り
、
完
成
の
暁
に
 

は
、
ス
ポ
ー
ッ
行
事
や
 

ス
ポ
ー
ッ
教
室
、
そ
の
 

他
体
力
づ
く
り
等
を
大
 

い
に
進
め
て
行
き
た
い
 

と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

【
エ
事
の
概
況
】
 

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
二
階
建
 

総
敷
地
面
積
」
ハ
、
」
ハ
九
七
平
方
米
 

総
建
築
面
積
一
一
、
一
一
〇
〇
平
方
米
 

バ

レ

ー

コ

ー

ト

 

バ
 
ス
 
ケ
 
ツ

ト

 

バ

ド

ミ

ン

ト

ン

 

テ
 
ニ 
ス
 
コ
ー
ト
 

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
 

ノ、 一 

面面面面面 

そ
の
他
、
卓
球
台
や
ト
レ
ー
ニ
ン
 

グ
室
等
が
あ
り
ま
す
。
 

3
月
の
こ
よ
み
と
行
事
 

和
 
名
 
弥
生
（
や
よ
い
）
 

風
も
雨
も
日
ま
し
に
あ
た
た
か
く
、
草
木
が
弥
ま
し
に
 

生
い
し
げ
る
月
と
い
う
意
。
 

全
国
緑
化
運
動
 

桃
の
節
句
・
耳
の
日
 

消
防
記
念
日
 

国
際
婦
人
デ
ー
 

春

分

の

 日
 

乳

児

検

診

 

放
送
記
念
日
 

電
気
記
念
日
 

心
配
ご
と
相
談
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町
 

田
 

金
 

幻
 

『
失
業
対
策
制
度
事
業
の
 

立
て
る
こ
と
は
絶
対
必
要
で
 

あ
る
。
 

再
確
立
に
関
す
る
欠
口
意
書
嶋
」
「
制
度
事
業
の
望
ま
し
 

ー
失
業
発
生
の
原
因
ー
 

1
、
産
炭
地
田
川
は
、
国
の
ェ
 

ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
よ
り
地
域
 

ぐ
る
み
大
き
な
打
撃
を
受
け
 

た
。
失
業
者
は
多
発
し
、
そ
 

の
後
の
オ
イ
ル
シ
ョ
 
ツク、 

経
済
不
況
の
な
か
で
地
域
社
 

会
ぐ
る
み
の
貧
困
化
は
ま
す
 

ま
す
激
化
の
一
途
を
た
ど
っ
 

て
い
る
。
 

我
A

は
「
失
業
者
は
な
ぜ
 

発
生
す
る
の
か
」
 

「
失
業
 

救
済
の
貴
任
は
誰
れ
が
負
う
 

べ
き
か
」
 
に
つ
い
て
究
明
し
 

た。 

少
な
く
と
も
、
地
方
 

自
治
体
に
そ
の
貴
任
の
す
べ
 

て
を
負
わ
す
べ
き
で
は
な
い
 

と
考
え
る
。
 

ー
社
会
問
題
と
し
て
の
失
業
の
 

位
置
づ
け
ー
 

1
、
人
は
誰
れ
で
も
「
労
働
の
 

権
利
と
義
務
」
を
も
っ
て
い
 

る
。
今
日
の
社
会
進
歩
は
、
 

す
べ
て
労
働
に
よ
っ
て
も
た
 

ら
さ
れ
た
。
 

失
業
問
題
は
た
だ
た
ん
に
 

経
済
的
な
視
点
か
ら
だ
け
で
 

は
な
く
社
会
問
題
と
し
て
把
 

握
す
べ
き
で
あ
る
。
 

や
む
な
く
発
生
し
た
失
業
 

問
題
に
対
し
て
は
、
有
期
的
 

な
失
業
の
手
当
制
度
だ
け
で
 

な
く
、
事
業
制
度
等
他
の
方
 

法
も
追
究
き
れ
な
け
れ
ば
な
 

ら
な
い
。
 

ー
現
行
制
度
事
業
の
は
た
し
た
 

役
割
ー
 

1
、
現
行
の
失
業
対
策
諸
制
度
 

事
業
は
あ
い
つ
ぐ
炭
坑
の
閉
 

山
に
と
も
な
う
社
会
的
な
混
 

乱
の
な
か
で
産
業
基
盤
の
整
 

備
、
環
境
整
備
等
一
定
の
役
 

割
り
を
果
し
て
き
た
。
 

飢
餓
賃
金
だ
と
言
わ
れ
な
 

が
ら
も
、
人
々
は
生
命
を
保
 

ち
、
最
低
生
活
に
あ
え
ぎ
な
 

が
ら
も
そ
れ
な
り
の
社
会
的
 

な
秋
序
は
守
ら
れ
て
き
た
。
 

ー
現
行
制
度
事
業
の
問
題
点
ー
 

1
、
現
行
の
失
業
対
策
諸
制
度
 

事
業
が
「
滞
留
」
 
「
適
正
規
 

模
」
 

「
事
業
効
果
（
種
目
の
 

選
定
）
」
 

「
最
低
生
活
保
障
 

」
な
ど
の
諸
点
で
多
く
の
弱
 

点
を
持
っ
て
い
る
こ
と
も
又
 

事
実
で
あ
る
。
 

我
々
は
こ
れ
ら
の
問
題
点
 

を
克
服
す
べ
く
今
日
ま
で
真
 

剣
に
取
組
ん
で
き
た
し
、
そ
 

れ
は
必
ず
克
服
で
き
る
と
確
 

信
し
て
い
る
。
 

ー
制
度
事
業
の
再
確
立
ー
 

1
、
現
在
の
し
く
み
の
な
か
で
 

は
、
我
々
は
失
業
問
題
を
さ
 

け
て
と
お
る
こ
と
は
で
き
な
 

い。 

又
現
在
の
雇
用
失
業
 

情
勢
は
失
業
対
策
制
度
事
業
 

の
再
確
立
を
求
め
て
い
る
。
 

失
業
者
の
体
力
、
能
力
を
 

保
全
培
養
し
、
社
会
的
に
役
 

金

田

地

区

公

民

館

対

抗

 

バ
ド
III
ン
ト
ン
大
会
開
催
さ
る
 

中
 
央
 
公
 
民
 
館
 

去
る
一
月
二
＋
七
日
、
当
町
 

小
学
校
体
育
館
に
お
い
て
金
田
 

町
地
区
公
民
館
対
抗
バ
ド
ミ
ン
 

ト
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
、
九
チ
 

ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

o
参
加
チ
ー
ム
は
 

一
区
、
三
区
ニ
チ
ー
ム
、
四
 

区
、
五
区
、
六
区
、
神
崎
ニ
、
 

神
崎
四
、
若
草
以
上
で
す
。
 

o
成
績
は
次
の
通
り
 

優
勝
 

】
区
 

準
優
勝
 
四
区
 

三
位
 

三
区
ニ
チ
ー
ム
共
 

【

【

【

！

、

【

【

【

、

【

、

【

、

【

、

【

、

一

 

体

力

づ

く

り

は

剣

道

か

ら

 

金
田
小
学
校
体
育
館
に
お
い
 

て
、
毎
週
月
・
火
・
金
曜
日
の
 

週
三
日
間
、
小
学
生
か
ら
一
般
 

ま
で
二
十
名
が
寒
い
毎
日
、
午
 

後
六
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で
剣
 

道
の
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
 

剣
道
は
、
格
斗
技
術
と
し
て
 

日
本
に
生
ま
れ
、
長
い
歴
史
と
 

と
も
に
発
展
し
、
国
民
に
親
ま
 

れ
て
い
ま
す
。
剣
道
と
正
式
に
 

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
 

明
治
末
期
で
、
そ
れ
ま
で
は
剣
 

術
、
撃
剣
等
と
呼
ば
れ
て
い
ま
 

し
た
。
 

さ
ら
に
「
道
」
 
の
こ
と
ば
を
 

使
い
意
味
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
 

た
の
は
教
育
の
場
に
教
育
の
手
 

段
と
し
て
‘
剣
道
が
行
な
わ
れ
 

る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
で
す
。
 

私
達
指
導
員
の
ね
ら
い
は
、
 

体
力
の
育
成
、
正
し
い
姿
勢
の
 

育
成
、
責
任
感
と
自
由
的
精
神
 

の
育
成
、
礼
儀
を
重
ん
じ
、
相
 

手
を
尊
重
す
る
態
度
の
育
成
等
 

を
ね
ら
い
と
し
、
練
習
生
と
一
 

緒
に
な
っ
て
修
行
に
励
ん
で
い
 

ま
す
。
 

な
お
、
こ
の
剣
友
会
へ
入
会
 

し
た
い
方
は
、
次
の
と
お
り
募
 

集
し
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
 

方
は
申
込
み
下
さ
い
。
 

◆
 
入
会
期
間
 

第
一
期
 

第
二
期
 

3
月
1

日
か
ら
 

3
月
 31 

日
ま
で
 

9
月
1

日
か
ら
 

9
月
 30 

日
ま
で
 

◆
 
練
習
日
時
 

月
・
火
・
金
曜
日
 

◆
 
練
習
場
所
 

金
田
小
学
校
体
育
館
 

◆
 
会
費
 

ー
ケ
月
ニ
千
円
 

◆
 
連
絡
先
 

金
田
町
本
町
 
占
部
 
敏
 

②
0
2
0
2
番
 

金
田
町
役
場
 
池
長
 
和
美
 

②
0
5
5
5
番
 

1
、
新
し
い
失
業
対
策
制
度
事
 

業
に
つ
い
て
は
次
の
諸
点
が
 

考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
 

い。 
m

「
滞
留
」
な
ど
現
行
失
業
 

対
策
諸
制
度
事
業
が
も
っ
 

て
い
る
弱
点
の
克
服
。
 

②
新
し
い
街
づ
く
り
、
国
づ
 

く
り
政
策
と
の
正
し
い
結
 

ム
口
。
 

⑧
地
域
住
民
の
生
活
を
守
り
 

ぬ
く
立
場
か
ら
、
地
方
自
 

治
体
は
、
財
政
力
に
即
応
 

し
た
適
正
枠
に
つ
い
て
は
 

消
化
す
る
け
れ
ど
も
、
そ
 

れ
以
上
の
失
業
者
の
発
生
 

に
つ
い
て
は
、
国
の
責
任
 

で
対
処
す
る
こ
と
。
 

ー
田
川
地
域
の
特
殊
性
ー
 

1
、
産
炭
地
田
川
で
は
、
国
の
 

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
の
関
係
 

で
特
別
な
事
情
が
存
在
し
て
 

い
る
。
 

炭
坑
閉
山
の
嵐
は
 

地
域
社
会
を
荒
廃
さ
せ
た
ば
 

か
り
で
な
く
、
人
々
の
心
を
 

も
無
惨
に
ふ
み
に
じ
っ
た
。
 

失
業
と
貧
困
の
渦
巻
く
中
 

で
傷
あ
と
の
痛
み
に
た
え
な
 

が
ら
、
そ
れ
で
も
田
川
の
住
 

民
は
生
き
る
希
望
を
す
て
て
 

い
な
い
ば
か
り
か
、
よ
り
積
 

極
的
に
新
し
い
街
づ
く
り
に
 

参
加
し
た
い
と
熱
望
し
て
い
 

る。 新
し
い
失
業
対
策
制
度
事
 

業
と
は
別
に
田
川
で
は
石
特
 

会
計
に
よ
る
事
業
（
地
域
開
 

発
中
心
）
は
、
必
ら
ず
確
保
 

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

ー
 
む
 
す
 
ひ
 
ー
 

1
、
我
々
は
、
数
回
に
わ
た
り
 

真
剣
に
検
討
を
か
さ
ね
た
結
 

果
、
以
上
の
諸
点
に
つ
い
て
 

完
全
に
意
見
一
致
を
み
た
o
 

こ
れ
ら
の
要
求
と
運
動
を
 

前
進
さ
せ
る
た
め
に
は
、
全
 

住
民
的
な
合
意
を
得
る
こ
と
 

が
大
切
で
あ
る
。
 

そ
の
た
め
に
我
々
は
あ
ら
 

ゆ
る
努
力
を
お
し
ま
な
い
。
 

新
し
い
「
失
業
対
策
制
度
 

事
業
の
再
確
立
」
 

に
つ
い
 

て
、
そ
の
必
要
性
を
確
信
し
 

ク
凪
部
の
鉱
害
復
旧
事
業
に
着
手
ク
 

町
部
鉱
害
復
旧
事
業
の
実
現
は
 

永
年
に
わ
た
る
関
係
者
の
血
と
 

汗
の
結
品
に
よ
る
も
の
で
あ
り
 

ま
た
、
町
民
各
位
の
御
協
力
の
 

賜
も
の
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
 

て
お
り
ま
す
。
第
一
次
で
復
旧
 

事
業
に
伴
う
迂
回
路
と
し
て
金
 

田
大
橋
（
下
部
工
）
新
設
工
事
 

が
現
在
す
で
に
行
な
わ
れ
て
お
 

り
ま
す
。
第
二
次
で
町
部
下
水
 

道
（
新
町
四
丁
目
一
四
二
米
）
 

が
着
工
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
事
業
は
、
下
水
道
関
連
事
 

業
と
し
て
家
屋
が
嵩
上
げ
さ
れ
 

る
関
係
か
ら
下
水
道
が
先
行
し
 

一
年
お
く
れ
て
家
屋
が
復
旧
さ
 

れ
ま
す
。
つ
ま
り
下
水
道
工
事
 

が
完
了
し
た
区
間
を
家
屋
が
お
 

っ
か
け
る
と
い
う
状
態
で
進
行
 

き
れ
ま
す
。
工
法
は
、
カ
ル
バ
 

ー
ト
ボ
ツ
ク
ス
 
（
内
経
巾
 80 

m
 

深
さ
⑩
m

の
〇
製
台
）
を
道
路
 

の
中
央
に
埋
め
込
ん
で
行
く
方
 

法
で
あ
り
、
下
流
に
な
る
ほ
ど
 

内
経
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
 

最
終
的
に
は
昭
和
 60 

年
度
で
復
 

v
旧
が
完
了
す
る
見
込
み
で
あ
り
 

ま
す
。
 
こ
の
間
、
町
民
各
位
に
 

は
大
変
御
迷
惑
を
お
か
け
す
る
 

こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
町
部
鉱
 

害
復
旧
促
進
の
た
め
絶
大
な
る
 

御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
 

す。 尚
、
工
事
の
た
め
二
月
ニ
十
 

日
1
四
月
三
十
一
日
ま
で
通
行
 

止
め
に
な
り
ま
す
。
 

」
い
つ
の
間
に
か
ま
ど
ろ
み
し
な
を
 
赤
く
沈
み
ゆ
く
入
陽
に
謝
 

た
だ
ち
に
関
係
方
面
に
対
し
 

具
体
的
な
運
動
を
お
こ
す
こ
 

と
を
我
々
は
お
互
い
に
確
認
 

し
合
っ
た
。
あ
ら
ゆ
る
困
難
 

を
の
り
こ
え
て
失
業
対
策
制
 

度
事
業
の
再
確
立
に
む
か
っ
 

て
、
と
も
に
全
力
を
そ
そ
ぎ
 

こ
む
こ
と
に
つ
い
て
合
意
に
 

達
し
た
。
 

ー
 

町
民
の
み
な
さ
ん
 

私
達
は
、
全
日
自
労
田
川
分
 

会
（
失
業
対
策
制
度
事
業
就
労
 

者
団
体
）
と
田
川
＋
ケ
市
町
村
 

の
首
長
は
「
失
業
対
策
制
度
事
 

『

・

1

 

一
 

マ
 

一
 

業
の
再
確
立
」
 
に
つ
い
て
左
記
 

の
よ
う
な
点
で
合
意
し
ま
し
た
 

私
達
は
雇
用
失
業
問
題
の
現
 

状
か
ら
見
て
こ
れ
は
、
私
達
や
 

市
町
村
長
だ
け
の
問
題
で
な
く
 

住
民
全
体
の
「
く
ら
し
と
福
祉
 

」 
に
か
か
わ
る
重
要
な
問
題
で
 

あ
る
と
考
え
ま
す
。
 

そ
れ
は
今
日
、
全
町
民
的
事
 

業
と
し
て
失
業
対
策
制
度
事
業
 

に
ま
さ
る
事
業
は
他
に
な
い
か
 

ら
で
あ
り
ま
す
。
 

金
田
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
 

五
十
三
年
度
の
四
事
業
（
一
般
 

失
、
緊
就
、
開
就
、
特
開
）
の
 

総
事
業
費
が
三
億
四
千
七
百
万
 

円
」
国
庫
補
助
二
億
三
千
万
円
 

」
町
負
担
一
億
一
千
七
百
万
円
 

町
財
政
の
十
三
・
一
％
で
す
。
 

ま
た
失
対
四
事
業
の
年
間
吸
 

収
人
員
は
、
三
三
、
二
五
一
人
 

で、 

ー
ケ
月
、
二
＋
三
方
就
労
 

し
た
と
し
て
、
 

一
日
ニ
ニ
九
人
 

が
就
労
し
て
い
ま
す
。
町
内
企
 

業
で
一
三
九
人
も
従
業
員
を
か
 

か
え
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
 

せ
ん
 

も
し
失
対
四
事
業
が
つ
ぶ
さ
 

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
ら
就
労
者
 

は
も
ち
ろ
ん
、
業
者
も
商
店
も
 

町
民
も
「
道
路
、
団
地
造
成
、
 

下
水
道
等
仕
事
が
な
く
な
る
」
 

と
困
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

私
達
は
い
く
つ
か
の
欠
陥
や
 

不
充
分
さ
を
卒
直
に
認
め
、
克
 

服
に
努
力
し
て
い
ま
す
。
 

町
民
の
み
な
さ
ん
に
は
意
見
 

や
要
求
を
ど
し
ど
し
出
し
て
い
 

た
だ
き
、
町
民
に
役
立
も
の
に
 

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

金
田
町
老
人
会
 

俳

句

・

短

歌

 

同
 
好
 
会
 

【
俳
 
句
】
 

原
田
 

豊
茂
 

車
椅
子
寄
り
添
う
よ
う
に
 

日
向
ぼ
こ
 

岩
野
 
克
芳
 

畦
焼
の
火
の
走
り
来
て
 

鶏
騒
ぐ
 

皆
さ
ん
の
一
層
の
御
支
援
を
お
 

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

全
日
自
労
 
田
川
分
会
 

金
田
自
治
体
部
長
 

香
 
月
 
数
 
吉
 

国
鉄
で
は
 

3
月
 17 

日
 

か
ら
 

4
月
5
日
ま
で
 

『
鉄
道
妨
害
を
な
く
す
 

運
動
』
実
施
 

最
近
踏
切
事
故
が
増
え
て
お
 

り
ま
す
。
 

楽
し
い
ド
ラ
イ
ブ
を
続
け
る
た
 

め
、
踏
切
で
は
次
の
こ
と
を
守
 

っ
て
く
だ
さ
い
。
 

◆
踏
切
で
は
必
ら
ず
停
っ
て
、
 

左
右
の
安
全
を
確
か
め
ま
し
 

よ
う
．
 

◆
警
報
機
の
鳴
っ
て
い
る
と
き
 

は
、
踏
切
に
は
絶
対
に
は
い
 

ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
 

◆
踏
切
内
で
動
け
な
く
な
っ
た
 

ら
、
ま
ず
列
車
を
停
め
る
手
 

配
を
し
ま
し
よ
う
。
 

良い子は守る 

踏切は見るくせ 

聞くくせ止まるせく 

桑
野
つ
る
絵
 

瓜
生
 
女
礼
 

」 

飛
梅
に
被
写
体
の
人
 

雪
の
谷
な
に
か
有
る
ら
し
 

」 

山
さ
か
り
 

寒
雀
 

一
一
 

岡
本
 
清
子
 

万
葉
の
文
字
の
や
は
ら
か
 

書
初
す
 

斉
藤
ナ
ミ
子
 

背
戸
に
咲
く
水
仙
に
来
し
 

蜂
弱
し
 

前
 

チ
ェ
子
 

古
里
の
ロ
ー
カ
ル
線
に
 

長
閑
に
居
 

岡
本
勝
次
郎
 

清
水
 
政
恵
 

拡
大
鏡
の
ぞ
く
夜
寒
の
 

一
人
寝
の
枕
濡
れ
居
り
 

一
一
 

新
聞
紙
 

宇
野
か
な
女
 

鉢
の
木
爪
枝
に
つ
ぼ
み
を
 

あ
ふ
れ
し
む
 

辰
島
 
宗
一
 

湯
の
旅
を
 
春
雪
つ
い
て
 

も
ど
り
け
り
 

熱
い
 

一 

三
 
月
 
詠
 
草
 

足
の
先
よ
り
寒
鯵
鵬
諮
 

( 

A
 
是
 
漕
 
石」 

玖
 
攻
 
豊
 

二
年
ぶ
り
に
帰
り
し
姉
は
か
ひ
《
 

「 

請
師
 
友
清
 
隆
雄
今
日
一
日
志
な
く
過
せ
し
主
 

が
ひ
し
く
 
ゴ
ム
手
袋
の
し
ず
〈
 

＋
福
く
た
え
ま
な
く
 

」 

公

民

 館

短

歌

教

室

 

並
川
 
君
子
「
 

り

か

り

 

『
 

」
と
蘇
生
し
居
り
 

田
村
 
文
子
ひ
と
つ
 
氷
の
ご
と
く
き
ら
め
 

＼ 

藤
本
 
唯
彦
ェ
ン
ジ
ン
の
音
晴
れ
や
か
に
聞
き
て
見
ゆ
 

（
す
ず
め
ら
の
暗
き
合
ふ
朝
や
窓
こ
ゆ
な
り
年
賀
急
を
積
み
し
 

藤
林
 
俊
信
 

《
際
の
 

柳
木
立
に
降
る
春
の
雨
友
ら
の
 

あ
ざ
や
か
な
色
に
食
慾
そ
そ
ら
 

一 

室
 

ト
ョ
 

」

野

ト

メ

子

柳

る

 僅
か
に
渋
き
生
熟
柿
の
 

『
永
か
り
し
わ
が
す
ぎ
ゆ
き
を
想
故
郷
の
祭
ば
や
し
を
録
音
し
 

ロ‘ 

1
寸
 
xA
、二 

（
湾
っ
草
竃
り
し
て
新
年
を
離
り
住
む
子
に
送
り
て
や
れ
り
四
十
路
な
る
友
は
繋
熱
「
 

「
裂
て
 

千
手
佐
起
子
し
よ
り
 
職
探
す
と
ぞ
言
葉
少
 

「 

阿
部
 
重
宏
木
枯
の
吹
き
ぬ
く
庭
の
か
た
す
な
し
 

？
仰
ぎ
見
る
富
士
の
高
嶺
に
雪
映
み
に
 
梅
が
ふ
く
ら
み
ふ
き
の
 

高
木
美
代
子
 

）
え
て
 

妻
は
頻
り
に
嘆
声
あ
ぐ
と
う
出
る
 

息
子
よ
り
生
れ
来
る
子
の
命
名
 

＼
る
 

福
田
 

昌

を

 
た
の
ま
れ
し
夫
の
顔
ほ
こ
 

」 

菊
池
 

一
枝
雪
の
日
の
受
験
場
は
底
冷
え
て
ろ
び
ぬ
 

」
 
「
 
「
 

m
 

「
 

司
 

叫
 

一
 

リ
 

．皿
 川

 
一
 

『
 

司
 

『
 

司
 m 

m 
『
 

一
 

叫
 

m
 

町
 

】
 

m
 

・ 

“
 

一
ら
む
夢
の
中
に
 

患
者
は
活
々
し
ぬ
 

く
れ
な
ず
む
山
象
か
ひ
と
つ
 

『
と
蘇
生
し
居
り
 

田
村
 
文
子
ひ
と
つ
 
氷
の
ご
と
く
き
ら
め
 ‘リ，IIl'''I''II, 
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国
民
健
康
保
険
者
証
の
 

切
替
え
に
つ
い
て
 

住

民

 課

保

健

係

 

現
在
使
用
し
て
い
ま
す
被
保
 

報
険
者
証
は
昭
和
 55
 

年
3
月
 31 

日
 

で
有
効
期
限
が
き
れ
4
月
1

日
 

か
ら
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
 

す。 

従
っ
て
次
に
よ
り
切
替
 

町
え
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
国
保
 

加
入
世
帯
の
方
は
印
鑑
と
現
在
 

使
用
し
て
い
る
被
保
険
者
証
を
 

田
 
持
参
し
て
下
さ
い
。
 

切
替
え
日
 
昭
和
 55 

年
3
月
 27 

日
よ
り
 

場
 

所
 
金
田
町
役
場
 

金
 

住
民
課
保
健
係
 

0
世
帯
内
に
異
動
（
転
入
、
転
 

出
、
死
亡
、
社
保
加
入
、
社
 

保
離
脱
）
が
あ
り
、
い
ま
だ
 

に
届
出
を
さ
れ
て
な
い
世
帯
 

に
あ
っ
て
は
そ
の
理
由
の
は
 

っ
き
り
わ
か
る
も
の
（
例
え
 

ば
社
保
加
入
の
時
は
会
社
の
 

保
険
証
等
）
を
添
え
て
保
健
 

係
ま
で
届
出
下
さ
い
。
 

e
昭
和
 55
 

年
4
月
1

日
現
在
、
 

被
保
険
者
証
に
記
載
さ
れ
て
 

い
る
人
員
が
昭
和
 55 

年
度
の
 

保
険
税
の
課
税
対
象
人
員
と
 

な
り
ま
す
。
 

田
現
在
健
康
保
険
証
の
な
い
方
 

は
必
ら
ず
国
民
健
康
保
険
に
 

加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
す
せ
 

ん。 

県
立
高
校
定
時
制
（
夜
間
）
 

生

徒

の

一

一

次

募

集

 

号
 

働
き
な
が
ら
学
ぶ
人
の
た
め
 

3
 
福
岡
県
立
高
等
学
校
定
時
制
（
 

8
 
夜
間
）
が
地
元
田
川
地
区
に
田
 

第
 
川
東
高
校
、
西
田
川
高
校
の
二
 

校
あ
り
ま
す
。
 

両
校
は
、
地
 

域
住
民
の
人
権
を
守
り
、
ゆ
き
 

と
ど
い
た
高
校
教
育
を
実
現
す
 

る
た
め
、
皆
さ
ん
に
広
く
門
戸
 

を
開
い
て
い
ま
す
。
 

学
校
で
は
基
礎
か
ら
わ
か
る
 

よ
う
に
懇
切
に
指
導
し
、
ま
た
 

勤
労
青
少
年
福
祉
法
に
よ
り
職
 

場
か
ら
通
学
の
便
が
図
ら
れ
る
 

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

義
務
教
育
終
了
後
、
永
ら
く
 

社
会
の
実
務
に
つ
い
て
い
た
人
 

や
家
庭
の
主
婦
の
方
な
ど
中
壮
 

年
令
者
の
方
も
多
く
学
ん
で
い
 

ま
す
。
 

卒
業
後
は
高
等
学
校
普
通
科
 

卒
業
の
資
格
が
与
え
ら
れ
、
大
 

学
へ
の
進
学
の
道
も
開
か
れ
て
 

い
ま
す
。
 

卒
業
生
の
中
に
は
国
家
、
地
 

方
公
務
員
、
大
手
企
業
等
に
就
 

職
し
て
い
る
方
や
、
教
養
を
高
 

め
、
自
営
に
精
進
し
発
展
し
て
 

い
る
方
も
沢
山
居
り
ま
す
。
 

両
校
で
は
、
つ
ぎ
に
よ
り
生
 

徒
募
集
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
 

ど
し
ど
し
応
募
し
て
下
さ
い
。
 

尚
、
不
明
の
点
や
詳
細
に
つ
 

い
て
は
末
項
の
問
い
合
せ
先
に
 

遠
慮
な
く
、
ご
連
絡
下
さ
い
。
 

【
入
学
案
内
】
 

◇
入
学
試
験
日
 

田
川
東
高
校
 

三
月
三
十
日
（
日
）
 

西
田
川
高
校
 

三
月
二
十
九
日
（
土
）
 

◇
受
験
場
所
 

福
岡
県
立
田
川
東
校
高
 

福
岡
県
立
西
田
川
高
校
 

◇
提
出
書
類
 

学
校
へ
問
い
合
せ
下
さ
い
。
 

◇
出
願
期
間
 

田
川
東
高
校
廿
三
月
二
十
一
 

日
よ
り
三
月
二
＋
九
日
ま
で
 

西
田
川
高
校
【
三
月
二
十
一
 

日
よ
り
三
月
二
＋
八
日
ま
で
 

◇
授
業
時
間
 

午
後
五
時
二
十
五
分
よ
り
午
 

後
八
寿
三
十
分
ま
で
（
月
曜
 

》） 

◇
修
業
年
限
 

四
 
年
 
間
 

◇
校
納
金
（
毎
月
）
 

授
業
料
千
三
百
五
＋
円
・
旅
 

行
積
立
金
千
九
百
円
 

そ
の
他
 
合
計
四
千
円
程
度
 

◇

教

科

書

 

無
償
交
付
 

◇
修
学
奨
励
金
 

希
望
者
に
六
千
円
貸
与
（
卒
 

業
す
れ
ば
返
さ
な
く
て
よ
 

い） 

※
問
い
合
せ
先
 

福
岡
県
立
田
川
東
高
等
学
校
 

田
川
市
番
田
町
 

電
話
（
田
川
）
④
三
〇
一
五
番
 

福
岡
県
立
西
田
川
高
等
学
校
 

田
川
市
上
本
町
 

電
話
（
田
川
）
④
〇
六
六
四
番
 

4
月
か
ら
国
民
年
金
の
保
険
料
額
が
変
 

り
ま
す
 
月
額
三
、
七
七
〇
円
に
改
定
 

国
 

民
 
年
 
金
 
係
 

国
民
年
金
は
年
を
と
っ
た
と
 

き
、
思
い
が
け
な
い
事
故
で
障
 

害
者
に
な
っ
た
と
き
、
 
一
家
の
 

功
き
手
を
失
っ
た
と
き
な
ど
、
 

社
会
全
体
の
し
く
み
の
中
で
お
 

互
い
に
助
け
合
っ
て
そ
の
生
活
 

を
保
障
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
 

す。 こ
う
し
た
将
来
の
生
活
を
守
 

る
国
民
年
金
は
、
皆
さ
ん
の
納
 

め
ら
れ
た
保
険
料
と
、
国
庫
負
 

担
（
2
対
1

の
割
合
）
そ
れ
に
 

積
立
金
の
運
用
利
子
を
財
源
に
 

し
て
必
要
な
年
金
給
付
費
を
賄
 

う
と
い
う
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
 

い
ま
す
。
 

な

ぜ

あ

が

る

保

険

料

 

国
民
年
金
の
年
金
額
は
毎
年
 

の
よ
う
に
改
善
さ
れ
、
昨
年
も
 

七
月
か
ら
三
・
七
％
の
物
価
ス
 

ラ
イ
ド
の
実
施
に
よ
つ
て
、
例
 

え
ば
十
年
年
金
で
二
九
六
、
九
 

〇
〇
円
、
二
十
五
年
納
付
の
人
 

で
四
七
〇
、
七
〇
〇
円
、
四
十
 

年
納
付
で
は
七
五
三
、
二
〇
〇
 

円
と
年
金
額
の
引
上
げ
が
行
わ
 

れ
ま
し
た
。
 

ま
だ
．
今
年
も
一
層
の
充
実
 

を
図
る
た
め
に
、
来
年
（
五
六
 

年
）
に
予
定
さ
れ
て
い
た
財
政
 

再
計
算
を
一
年
早
め
て
今
年
実
 

施
し
、
年
金
額
も
引
上
げ
ら
れ
 

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
年
金
額
の
充
実
 

が
図
ら
れ
る
一
方
、
日
本
人
の
 

平
均
寿
命
の
伸
び
と
と
も
に
年
 

金
受
給
者
は
増
え
、
そ
の
年
金
 

受
給
期
間
は
長
く
な
る
と
い
う
 

こ
と
か
ら
年
金
給
付
費
は
急
増
 

を
つ
づ
け
て
い
ま
す
。
 

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
四
月
 

よ
り
保
険
料
が
三
、
七
七
〇
円
 

に
引
き
上
げ
ら
れ
る
わ
け
で
す
 

が
、
あ
な
た
の
老
後
を
守
る
国
 

民
年
金
の
健
全
な
発
展
の
た
め
 

に
、
こ
う
し
た
相
応
の
保
険
料
 

負
担
に
つ
い
て
ご
理
解
と
ご
協
 

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

公
民
館
短
歌
教
室
合
同
歌
集
 

『
と
も
し
び
』
発
刊
さ
る
 

中

央

公

民

館

 

筑
豊
の
文
芸
運
動
と
し
て
は
 

特
異
な
活
動
を
続
け
て
い
る
金
 

田
町
公
民
館
短
歌
教
室
の
皆
さ
 

ん
が
、
開
設
二
周
年
を
記
念
し
 

て
こ
の
た
び
、
合
同
歌
集
「
と
 

も
し
ひ
」
第
一
集
を
発
刊
致
し
 

ま
し
た
。
 

出
詠
歌
数
六
九
〇
首
を
収
め
 

地
方
の
歌
集
と
し
て
は
、
質
量
 

と
も
に
素
晴
し
い
出
来
ば
え
で
 

す。 

町
民
の
皆
さ
ん
の
御
一
 

読
を
お
奨
め
致
し
ま
す
。
 

頒
布
価
格
は
一
冊
四
〇
〇
円
 

で
す
。
 

購
読
希
望
の
方
は
、
 

金
田
町
中
央
公
民
館
内
「
と
も
 

し
び
」
編
集
委
員
会
に
御
申
込
 

み
下
さ
い
。
 

暮
ら
し
と
省
ェ
ネ
ル
ギ
ー
 

ル
石
油
を
大
切
に
 

す
る
生
活
ク
 

石
油
等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
 

は
、
人
類
共
通
の
財
産
で
私
達
 

の
生
活
は
、
こ
れ
に
大
き
く
支
 

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
 

地
球
上
の
資
源
は
有
限
で
す
。
 

特
に
最
近
の
国
際
石
油
情
勢
 

は
不
安
定
と
な
っ
て
お
り
、
こ
 

れ
に
対
処
す
る
た
め
、
私
達
も
 

身
近
か
に
で
き
る
省
ェ
ネ
ル
ギ
 

ー
、
省
資
限
で
ェ
ネ
ル
ギ
ー
を
 

合
理
的
に
利
用
し
ま
し
よ
う
。
 

そ
の
実
例
と
し
て
 

冷
蔵
庫
…
ド
ア
の
開
閉
は
少
な
 

め
に
、
開
放
時
間
は
 

短
く
、
早
く
。
 

テ
レ
ビ
…
見
な
い
時
は
ス
イ
ツ
 

チ
を
切
っ
て
、
音
量
 

は
控
え
め
に
。
 

洗
濯
機
…
洗
濯
は
ま
と
め
て
、
 

決
ら
れ
た
容
量
で
。
 

照
 
明
…
照
明
は
こ
ま
め
に
消
 

灯
を
、
蛍
光
灯
は
白
 

熱
灯
の
％
の
電
力
消
 

費
で
す
む
。
 

風
 
呂
…
水
は
冬
は
沸
か
す
直
 

前
に
入
れ
、
夏
は
く
 

み
置
き
を
。
 

他
に
も
、
色
々
と
身
の
ま
わ
り
 

で
気
が
つ
く
こ
と
が
あ
る
と
思
 

い
ま
す
が
、
小
さ
な
努
力
で
大
 

き
な
省
ェ
ネ
ル
ギ
ー
で
の
ス
ロ
 

ー
ガ
ン
の
下
で
生
活
の
安
定
を
 

図
り
ま
し
よ
う
。
 

あ
り
が
と
う
 

ご
ざ
い
ま
し
た
 

金
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

吉
田
 
直
文
 
殿
 

和
田
タ
ケ
子
 
殿
 

堀
田
 
重
行
 
殿
 

久
保
 
俊
雄
 
殿
 

植
高
 

淳
 
殿
 

金
田
町
教
育
後
援
会
へ
 

村
上
ミ
ッ
ュ
 

殿
 

和
田
タ
ケ
子
 
殿
 

金
田
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
へ
 

久
保
 
俊
雄
 
殿
 

村
上
ミ
ッ
ェ
 

殿
 

右
の
方
よ
り
香
典
返
し
と
し
 

て
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
 

の
で
、
有
意
義
に
使
用
さ
せ
て
 

い
た
だ
き
ま
す
。
 


